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らに微小ビーズを首部に付着させることによりその物理的性質を解析し、伸長時には非線

型の粘弾性を持つこと、すなわち、先端部に向かって柔らかくなっていることを見出した。

収縮時には首部全体が均一な収縮を示し、線型弾性体の性質を持つことを明らかにした。

このことから、首部の収縮には何らかの収縮性因子が関与していることが予想された。こ

のように本論文では L. olor首部の伸縮運動の特徴を明らかにし、４つの細胞状態の存在を

明らかにした。また、首部の伸長において口部繊毛が主体的な役割を果たしていることを

明らかにした。さらに、首部の物理的性質を明らかにした。これらの結果を踏まえて L. olor

の首部の伸縮運動の機構について議論した。

２. 論文審査結果 

L. olorは捕食の際、首部の急速な伸長収縮という非常にユニークな運動形態を示す。申

請者は高時間分解能の画像解析と物理的解析によりこの運動の機構を明らかにしようとし

た。その結果、 i) 既知の２つの細胞状態に加え、これまで報告されていなかった'activation'

と'inactivation'というもう２つの細胞状態の存在を明らかにし、ii) 首部の伸長に口部繊毛が

主体的にかかわっていることを示し、iii) 伸長時と収縮時には異なった物理的性質を持ち、

それぞれ異なった因子が関与していることを示した。これらの結果は、これまであいまい

であった L. olorの運動の特徴を定量的に明らかにした点で高く評価できる。またこの成果

は、次の研究段階への重要な手がかりを与えている。さらにこの研究は L. olorの首部の伸

縮機構の研究に多大な貢献をしただけではなく、他の多くの原生生物のユニークな運動機

構の解明に大きなインパクトを与えるものである。

よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。

また、平成３０年１月２３旣、論文内容及び関連する事項について試問を行った結果、

合格と判定した。
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